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研究成果の概要（和文）： 野菜の価格を国際比較した結果，日本産野菜は他国と比較して価格が若干，高いことが多
い．そのため輸出先の現地消費者は，「わざわざ高価な日本産野菜を購入しない」という選択肢をとってしまう可能性
があり懸念される．
 日本産野菜の輸出拡大の可能性を探るため本研究では，海外市場における日本産野菜の価格や購買状況の分析と，日
本と輸出先の国々との関係性の分析を行った．まず，価格が現地野菜や他の輸入野菜と比べ高い日本産野菜に対し，現
地消費者の購買の有無を確認した.また現地消費者がどの値段までなら買うかという，価格の許容範囲を調べた．

研究成果の概要（英文）： Consumers are thought not to make a special purchase of relatively expensive 
Japanese vegetables. In order to explore the potential for the expansion of exporting Japanese 
vegetables, this research analyzed the price and buying situation of Japanese vegetables and find out the 
relationship between Japan and export destination countries.
 The study analyzed show the presence or absence of purchasing Japanese vegetables which are more 
expensive than local and other foreign vegetables and find out the local consumers’ acceptable range of 
the price. The market share abroad of the export of Japanese vegetables will also be figured out.
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１．研究開始当初の背景 
 日本では「日本産野菜の輸出」に関して 
以前はあまり積極的ではなかった．しかし近
年ＴＰＰ問題の影響などによりその姿勢の
見直しを余儀なくされてきた．そこで海外市
場における日本産野菜の現状把握が必要と
なってきた．本研究では，日本食品輸出シェ
ア上位に位置づけられている国々で尚且つ
日本近郊の国々（台湾・韓国など）を対象に
調査研究を行うこととした．各国々において
店頭（スーパーマーケット）で取られたアン
ケート調査及び消費者の購買履歴データを
時系列的に収集し，消費者の購買意識行動の
比較を行うことを検討した. 調査は，同条件
（立地・規模など）を考慮し「各国の首都」
にある某スーパーマーケットとした．時系列
的にデータ収集することから風評被害や国
家間外交問題などに対する影響変数を入れ
調査・分析を行うとした． 
 
２．研究の目的 
 日本の農産物の輸出額はここ数年増加傾
向にある(図 1)．このことを受け海外における
日本産農産物に対する購買行動について調
査を行うこととした． 

日本近郊の国々を対象に店頭（スーパーマ
ーケット）で取られたアンケート調査，対面
調査及び農産物の価格，消費者の購買データ
から消費者の購買意識行動を探ると共に国
産食品と輸入食品（特に日本産ブランド）購
買時の意思決定過程における選択基準を明
らかにし，国産食品と輸入食品（特に日本産
ブランド）に対する価格と購入の関係を導き
出すことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 当初時系列データの取得とアンケート調
査を予定していた台湾と韓国では，思うよう
に調査が遂行できなかった．まず韓国では，
ここ数年，反日感情が高まった時期で当初協
力体制にあったスーパーマーケットでの調
査が困難となった．また一般市民に対するア
ンケート調査からの回答についても現地協
力者の意見から「その影響はぬぐえない」と
して調査を見送る結果となった．また台湾で
は，時系列的な調査を試みスーパーマーケッ
トからの協力も得られていたが，調査設定日
に台風直撃，また震災の影響があったこと，
また台湾政府による 2015 年 5 月から「日本
からの食品輸入が全て停止する」ことが決ま
ったことで一部商品のラインナップに影響
を与える結果となった． 

そのため第2年度後半から時系列調査を一
部断念し，香港・シンガポール・台湾[2]にお
いて購買価格の確認及びインタビュー調査
を行った．シンガポールでは，同条件（立地・
規模など）を考慮し「各国の首都」にあるス
ーパーマッケットの①コールドストレッジ 
②フェアープライス ③Sheng Song．香港で
は，①City Super ②Three Sixty ③Welcome．
台湾では，①Wellcome ②頂好超市 ③
Carrefour ④三越において日本産野菜の現
地売り場状況の確認及び，現地スーパーマー
ケットの顧客層の把握，顧客への聞き取り調
査及びアンケート調査，現地価格のデータ取
得を行った． 
 
４．研究成果 
 日本産農産物の日本における季節ごとの
価格変動も海外への輸出価格に影響を及ぼ
すことを踏まえ日本産ブランドとして各国
で売られている農産物についても価格確認
を行った． 

図 2 キャベツ(左)と大根(右)の日本における価格変動 

 
 しかし，日本での価格が高い時期低い時期
にかかわらず香港・シンガポール・台湾では，
ある一定の輸入量が確保されていることが
確認できた．表 1に示しているのはシンガポ
ールにおける輸入野菜の平均価格の一部を
示している．  
 

表 1 シンガポールにおける輸入野菜の平均価格 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
それぞれ(日)は日本産，(馬)はマレーシア
産，(豪)はオーストラリア産，(中)は中国産
を示している．S$は，シンガポールドルであ
り，1kg 当りの小売価格の平均を示したもの
になる．この表から日本産は他国からの輸入
農産物より割高なことが分かる． 
また一部データが取得できなかった結果，
時系列分析での確認は，本研究では行えなか
った．しかし輸入された農産物に対する消費
者のもつ意識に対するアンケート調査及び
対面調査より，消費者の日本産ブランドや他
国産ブランドに対する購買行動が分析でき



た．またこの調査データを基にモデルの検討
を行った． 

図 3日本産農産物志向モデル 

 
日本産ブランドの購入層は，比較的生活に
余裕のある層であり価格への影響はさほど
見られず，購入者は野菜の品質を重視し，安
全性に関心が高い層であることが分かった．
ただ，スーパーによっては，同じ品物であっ
ても流通経路の違いによる価格差が生じて
おり，購入者によっては，購入場所を選択す
るなど購買行動に差がある可能性が示唆さ
れ今後も着目していく点である．そして，ま
だ日本産ブランドと他国より輸入された農
産物に対する購買行動への意識の違いや日
本人が持つ日本産農産物志向と各国におけ
る日本産農産物志向については今後比較検
討していく． 
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